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土木学会では現存する貴重な土木構造物を調査し、
「日本の近代土木遺産」として発表しています。

それらの土木遺産の中
でも特に価値があると 
される選奨土木遺産。
 第56回は東京都大田
区にある六郷水門です。

1515

京
急
本
線

J
R
京
浜
東
北
線

J
R
上
野
東
京
ラ
イン

京急
雑色駅

多摩川

六郷水門

暴れ川の治水対策、 
求められた水門建設

六郷水門は、東京都大田区南六郷、多摩川の土手沿い
にたたずむRC閘門です。

水門のある多摩川河口地域は、かねて水害の多い土地
として知られていました。資料に残る、最も古い水害の記
録は永禄3（1560）年にまでさかのぼります。近世以降も、
新田開発の広がりや居住者の増加によって、洪水被害は
毎年のように起こっていました。中でも明治40（1907）年、
明治43年の台風による洪水の被害は甚大で、多摩川に
面する東京・神奈川の両住民から、本格的な治水対策を
求める声が高まりました。その声を受けた明治政府は、
大正7（1918）年から昭和8（1933）年にかけて、大規模な
多摩川改修工事に乗り出します。六郷水門の建設もその
一環として実施されたものでした。

水門建設の主な目的は、地域を流れる六郷用水の末流
や生活排水の処理と、多摩川増水時に用水路への逆流
を防ぐためです。工事の費用としては国と東京府（当時）

からの補助金に加え、地元である旧六郷町の町費、耕地
整理組合からの寄付などが使われました。旧六郷町当局
および町民たちは、水門の施工を全面的に支援したとさ
れており、水門の高欄には旧六郷町の町章（カタカナの
“ロ”の字が9つ、郷の字の周りを取り囲むデザイン）があ
しらわれ、その功績を現代にも伝えています。

最新・現在でも希少な技術の投入
六郷水門の構造は、主に煉瓦造の基礎部分と鉄筋コン

クリート造の上部から成り立っています。このうち、基礎
部分の建設資材には「金森式鉄筋煉瓦」と呼ばれる、鉄
筋で補強された煉瓦が使用されました。

金森式鉄筋煉瓦を発案したのは、当時、内務省技術
官僚で多摩川改修事務所長を務めていた金森誠

しげ

之
ゆき

です。
金森は数多くの発明や特許を取得した河川土木工事の
専門家でした。この鉄筋煉瓦は大正9（1920）年の印旛沼
逆水門工事で初めて使用され、同時期に特許を取得して
います。金森は六郷水門対面の川崎河港水門工事にも関
わっており、多摩川改修工事の中心となる人物でした。

選奨土木遺産
六郷水門

水門開口部、シャイべ式の桁と
煉瓦造がうかがえる
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“表現派” デザインが特徴の
 地域のランドマーク

六郷水門 東京都
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水門橋梁部にも珍しい技術が使用されています。それは
「シャイべ式変断面桁橋」と呼ばれる桁構造です。シャイべ
とはドイツ語で平面や平板を意味し、従来のアーチ建設な
どに使用される充腹構造ほど資材を必要としないシンプル
な構造が特徴。水門では橋梁の桁部分に取り入れられま
した。桁は全体的に緩やかなアーチ曲線を描いており、デ
ザインの優美さが演出されています。このシャイべ式を採
用したアーチは国内では非常に数が少なく、六郷水門はそ
の先駆的事例といえる、貴重な構造物でした。

ドイツ表現派の流れをくんだ 
独特のデザイン

六郷水門は構造だけでなく、全体のデザインも非常に
特徴的です。水門の塔屋はドーム状の頂部を持っており、
全体的に丸みを帯びたフォルムになっています。この彫塑
的・有機的なデザイン傾向は “表現派”と呼ばれました。
表現派は、第一次世界大戦後のドイツを中心に巻き起
こった芸術運動で、日本には大正初期に伝わり、若い世
代の建築家に影響を与えたといわれています。大正期の

建築界ではRC造が新技術として確立されたこともあり、
構造物の造形的可能性に大きな関心が集まっていました。
表現派の彫塑的形態はまさにその象徴的な存在だったと
いえるでしょう。昭和初期に完成した六郷水門もまた、日
本における表現派の流れをくんだ土木構造物でした。

現在では商業船の船溜まりや、川沿いの散策路の目印
としても機能している六郷水門。地元の保護団体による
保護活動も行われ、地域に愛される存在となっています。

元大田区教育委員会文化財担当学芸員で、平成23
（2011）年に六郷水門の文化財調査を担当した山本たか
子さんは、水門を次のように評価します。
「昭和初期に造られた構造物が、大規模な改修工事を
することなく今もそのままの姿で残り続けていることは非
常に価値を感じます。なんといってもデザインのかわいら
しさは秀逸です。高欄のマークなどの意匠にも遊び心を
感じますし、地域住民の暮らしに調和し愛される、ランド
マーク的存在です」（山本さん）

モダンな技術と表現の詰まった水門は、これからも川
沿いから静かに地域の暮らしを見つめています。

モダンなデザインの
水門照明

サイクリングやランニングのコースとしても親しまれている

道路側から、丸みを帯びた
フォルムがよくわかる

水門横に建設されている
排水処理場（六郷ポンプ所排水樋管）

旧六郷町のマークがあしらわれた高欄

船溜まりには
商業船が浮かぶ
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通勤読書に励む近頃、浅田次郎調を少し心がけて
本稿を綴ってみました。

＊　　＊　　＊
レンズを通して見た景色ほど、私を揺さぶったものはない。
最初の赴任先は横浜国道の金沢国道出張所で、1984年に国
道16号に並行する旧東横線高架下の壁画アートを撮影した経
験が、私の “記録”の原点となった。あのざらついた空気と色彩は
今も心に残っている。
2011年、東日本大震災の被災地に派遣され、押し流された橋
桁の代わりに虚空へ向かって立つ橋脚や、荒涼とした地面に残さ
れた距離標を撮影した。沈む夕日、泥にまみれて立ち上がる人々
の姿を前に、撮る一枚一枚が “祈り”のように思えた。
2014年には群馬県嬬恋村の橋梁で全国初の直轄診断を記
録。国総研の玉越室長の動きを予測し、真実を伝える一瞬を待っ

私は、1989（平成元）年4月に建設省関東地方建
設局下館工事事務所（現下館河川事務所）に勤務となり、2025
（令和7）年4月に江戸川河川事務所を最後に公務員生活36年
に終止符を打ちました。
初めて担当した仕事は、1986（昭和61）年の出水に起因する

小貝川激特事業の調査・計
画・設計です。何も分からな
い新規採用職員に対して、周
りの皆さまから温かく適切に
ご指導をいただきました。社
会人になり最初の事務所とい
うこともあり特に印象に残っ
ています。また、江戸川河川事
務所では、首都圏外郭放水路

昨年4月に退職し、7月から（一財）河川情報セン
ターに勤務しております。
入省からの40年間は本当にあっという間でした。体力には自
信があり、元気だけが取り柄でしたが、体も節目なのか、最近、
体力の衰えを感じ始めております。とはいえ、ここまでやってこ
られたのも支えてきてくれた家族、友人、職場の皆さまのおかげ
と感謝しております。
昭和61年に建設省関東地方建設局利根川下流工事事務所に
電気通信職として採用になり、河川事業、道路事業の電気・通
信・情報設備に関わる業務を主に携わってまいりました。特に、
京浜工事事務所（現京浜河川事務所）に係長として勤務した際
は、「ITバブル」の真っ只中。多摩川の光ケーブルや監視カメラの
整備に携われたことは、大変でしたがとても良い思い出です。

てシャッターを切った。その写真が国総研のパンフレット表紙に
採用されたとき、胸に小さな誇りが芽生えた。
迷いの多い日々の中で、長距離ランは思考を整える時間とな

り、走ることで糸がほどける
ように答えが浮かぶ瞬間が
あった。
今は空や山、機影を追う刻

と旅車の風、遊空の操縦に向
き合いながら、新しい瞬間や
人との出会いに心を開いてい
る。
人生、撮り直しのきかない

一枚を、今日も丁寧に焼きつ
けていきたい。

インフラツーリズム関係として、自治体と民間企業の方がカウン
ターパートとなり、どのようなことが来訪者に受け入れていただ
けるかなど一体となって意見交換をしたことが思い出されます。
昨年6月には、これまでと異なる新しい社会に入りスタートを

しました。「初心忘るべからず」を胸に邁進してまいりたいと思っ
ています。
年を重ねた体の変化として、近頃つくづく感じることは、記憶

力の低下です。十分な睡眠、栄養バランスの取れた食事、定期的
な運動、ストレス軽減といった生活習慣の改善が重要といわれ
ています。これからも心身ともに健康な体を維持するには、老化
とは考えずにできることから取り組んでいこうと思っています。
これまで出会った皆さま、これから新たに出会う皆さまとの関

わりを大事にしたいと思っています。引き続きどうぞよろしくお願
いいたします。

現在は、週末、息子たちが所属していたことをきっかけに町田
市の少年中学野球クラブチーム
「MFB（町田藤の台ベースボー
ル）」でチーム運営や、野球に取
り組む子供たちの育成に関わっ
ています。
これからもおいしいお酒を

飲めるように、健康第一で、座
右の銘「継続は力なり」を胸に、
一度きりの人生を楽しみたいと
思っております。最後に、会員の
皆さまのご健勝をお祈りいたし
ます。

シャッターの向こうに、現場の息づかいを 中嶋政幸
（株）淺沼組　元 道路部道路保全企画官

新たな環境でリスタート、出会いを大事に

地域の野球チームで子供たちの育成に励む

田所百年裕
共和コンクリート工業（株）　元 江戸川河川事務所副所長

菅原宣治
（一財）河川情報センター　元 電気情報技術高度化調整官

新 会 員 よ り ひ とこと
今年度新たに新会員となられた4名の方から、
現役時代の思い出や今後の抱負についてご投稿いただきました。
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一般社団法人 関東地域づくり協会
Kanto Regional Management Service Association 
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編集委員
●
［関東地域づくり協会］
有馬正吾
大柴公彦
澤田晋
髙橋岩夫
辰野剛志
丸山貴志
［会員］
浅古勝久（（株）熊谷組）
吉田成人（いであ（株））

今年度、新たに協会会員となりました。よろしくお
願いいたします。
私は、昨年の4月に35年間の公務員生活を卒業（早期退職）
し、2か月間の浪人生活を経て、現在は（一財）先端建設技術セン
ターに勤務しています。
公務員生活では、家族や友人に支えられ、職場の皆さまにも
たくさん助けられながらなんとかここまで来ることができまし
た。皆さまには感謝してもしきれないくらいです。
振り返ってみますと、平成2年に総務部厚生課の採用となり、そ

の後は河川管理業務に長く携わり、退職までに総務系業務に16
年7か月、河川管理系業務に18年5か月携わることとなりました。
また、途中本省水管理・国土保全局（当時は河川局でした）に
も2年間出向し、さまざまな勉強をさせていただきました。
私が現役時代で一番印象深い出来事としては、京浜河川事務
所占用調整課勤務での多摩川下流部の不法係留船対策で、係長

時代に「多摩川下流部水面等利用者協議会」の設立に携わり、課
長時代には協議会で決定された行政代執行の執行に携わること
になったことです。このときはいろいろとつらいこともありまし
たが、職場の先輩や上司、同僚に助けられながら予定どおり終了
することができ、今となっては良い思い出になりました。
休日の過ごし方ですが、妻と学

生時代からの趣味である山登りに
行ったり、少し長い休みがとれた
ときには温泉めぐりとセットで遠
くの山に遠征したりして、ストレ
スの解消や体力の維持に努めてい
ます。
今後もできるだけ多くの山に

チャレンジしつつ、健康の維持に
努めていければと思っています。
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趣味の山登りで今後も健康維持を 中野昌一
（一財）先端建設技術センター　元 主任監査官

令和7年12月1日〜
50音順・敬称略

新会員をご紹介します　新しく6名の方々が入会されました。これからよろしくお願いいたします。

氏名 現勤務先

阿部　勇一 （株）ワイ･テック
飯田　久典 飯田土地家屋調査士・行政書士事務所
宮本　孝行 共和コンクリート工業（株）

氏名 現勤務先

元永　　秀
山本　悟司 （一財）日本建設業連合会
渡辺　　学 （一財）道路新産業開発機構

氏名 逝去年月 建設省（現国土交通省）退職時職名

中村　克己 令和7年4月 道路部　交通対策課長
小塩　　勲 令和7年8月 首都国道　出張所長
加藤　幸一 令和7年10月 霞ヶ浦　経理課長

お悔やみ申し上げます　謹んで哀悼の意を表します。

氏名 逝去年月 建設省（現国土交通省）退職時職名

坂口　克美 令和7年10月 総務部　契約課長
北野　　章 令和7年10月 国土庁　水資源局長
長門　　明 令和7年10月 二瀬ダム　管理所長

寄付のお知らせ この度、関東地域づくり協会会員の瀬戸馨様から、当協会の事業趣旨にご賛同いただき、金20,000円のご
寄付を頂きました。瀬戸様に御礼申し上げますとともに、会員の皆さまにご紹介いたします。



リニューアルで災害対応の設備充実

道の駅「富
ふ

楽
ら

里
り

とみやま」は令和5（2023）年7月に約2
年かけたリニューアルが完了。「地震や津波などの大規模災
害時にも対応できるよう設備を整え、従業員や利用者の人
命を守り、業務を早期に再開・継続できるようBCP（事業
継続計画）も定めました」と話すのは、南房総市商工観光
部観光プロモーション課交流拠点係の水野哲係長です。

防災の意識が高まったのは、やはり東日本大震災を経験
してから。震災が起きた3月は観光客が増える時期で、誘
導に時間がかかりました。「災害対応は、ハード面（設備な
ど）とソフト面（マニュアルや人など）両方から検討しなけれ
ばなりません。従業員の方々がどのように避難指示をすれ
ばよいか、帰宅困難になり滞在する場合にどうするか。市
と道の駅の指定管理者で協議しました」（水野さん）。

リニューアルでは敷地内に浄化槽・貯水タンクも設置し、
災害時に使用可能な非常用トイレを備えました。

災害対応で、電源と通信設備の重要性を実感

開業当初から「富楽里とみやま」で働く池田文子さんは、
現在、同施設の支配人および駅長を務めます。令和7年7

月末に起きたカムチャツカ半島付近の地震では内房の沿
岸にも津波警報が発令され、観光客や林間学校で訪れて
いた小中学生が大勢、徒歩や車で道の駅に避難しました。
道の駅の2階部分はハイウェイオアシスで、有料高速道路

（富津館山道路）に面しています。この構造のため津波の際
は施設の1階を閉鎖し、従業員・利用者全員が施設２階と
高速道路の駐車場に待機。より大きな津波が予想される
場合は、高速道路上まで避難する計画です。
 「実際に避難して来られた方に接して分かったのは、皆さん
が一番気にされるのは情報の入手だということ。スタッフが
逐一、津波や付近の道路の状況などをチェックして問い合
わせにお答えしました。情報を入手するための電源や通信
設備の重要性を痛感しました」と池田さん。

ハイウェイオアシスの駐車場には蓄電池型超急速EV充
電器が設置されており、これは災害時に道の駅施設の緊急
電源として使用できることになっています。また、関東地域
づくり協会からの助成により、備蓄の食料や水、毛布、簡
易トイレ、テントなどを備えた防災倉庫も設置しており、発
電機やストーブも保管されています。

富津館山道路沿いの道の駅はここだけ。房総半島の南北
を広域につなぐ災害復旧の拠点としても期待されています。

県道184号に面し、富津館
山道路のハイウェイオアシス

（2階部分）が併設されている
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 ⬆ 至 
館山自動車道

ゆったりと座れるフードコートや
テラスを新設。授乳室も備え、
地元客を中心に、より幅広い
年齢層が訪れるようになった

全国「道の駅」
連絡会の支援
を受け設置した蓄電池型超急速EV充電
器（ハイウェイオアシス駐車場に4台）

関東地域づくり協会からの助成金で防災
倉庫を設置。食料や水、簡易テント、毛布
などが従業員数×3日分備蓄されている

農産物や海産
物が豊富にそ
ろう直売所

南房総市商工観光部の田中秀典さん
（左）と水野哲さん（右）、道の駅富楽里と
みやまの池田文子駅長（中央）
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道の駅
「富楽里とみやま」

東日本大震災の
経験から、ハード面・
ソフト面を強化

千葉県南房総市の道の駅「富
ふ

楽
ら

里
り

とみやま」は県道184
号に面し、富津館山道路（国道127号有料高速道路）の
ハイウェイオアシスも併設しています。防災・発災時対応
のための設備の拡充に力を入れています。


